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お知らせ
※組合事務所の夏季休暇は、8月

　13日（金）～16日（月）迄です。

　17日（火）より、通常どおり業

　務を行います。組合員の皆さん

　何卒よろしくお願いいたします。

※NPO事務局では、足場の作業主

　任者講習会を開催します。　　

　詳細は、７頁をご覧ください。

牧義夫衆議院議員へ、私たちの切実な思いを伝え、署名を直接渡す山田執行委員長（左）
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た
く
さ
ん
の
ハ
ガ
キ
が
集
ま
り
ま
し
た

皆さんの切実な思いが込められた　

　
国
保
予
算
要
求
に
向
け
た
ハ

ガ
キ
要
請
行
動
を
、
組
合
員
と

そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ん
に
お
願

い
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
六

月
三
十
日
現
在
／
二
万
三
千
五

百
九
十
八
枚
の
ハ
ガ
キ
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　
手
書
き
に
よ
る
ハ
ガ
キ
の
一

文
字
一
文
字
に
は
、「
何
と
し
て

も
、
建
設
国
保
を
守
り
抜
く
ん

だ
」
と
い
う
切
実
な
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ハ
ガ
キ
は
、
七
月
五
日
～
九
日

の
間
に
一
斉
に
投
函
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
奮
闘

に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
引
き
続
き
、ハ
ガ

キ
要
請
行
動
に
全
力
で
励
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
ご
奮
闘
に
敬
意
を
表
し
ま
す

国
保
予
算
要
求
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

社会保障対策部

石
綿
関
連
疾
患
検
査

面
接
指
導
実
施

　
平
成
二
十
一
年
七
月
か
ら
十

二
月
に
集
団
健
康
診
断
を
受
診

さ
れ
、
石
綿
関
連
疾
患
検
査
を

希
望
さ
れ
た
千
百
一
名
中
、
三

十
六
名
の
方
と
、
過
去
の
面
接

指
導
欠
席
者
五
十
九
名
の
方

が
、
今
回
の
面
接
指
導
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
内
、
七
名
の
方
が
五
月

三
十
日
（
日
）
に
全
建
愛
知
会

　
昨
年
か
ら
、
朝
日
新
聞
等
で

建
設
国
保
の
補
助
金
に
つ
い

て
、
批
判
的
な
記
事
が
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
報
道
を
受
け
、
長

妻
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
「
国
庫

面
接
指
導
を
受
け
る
組
合
員
（
右
）

　　　　　　　　　　　　ハガキの1枚

館
で
愛
教
大
／
久
永
教
授
、
愛

知
医
大
／
柴
田
教
授
に
よ
る
面

接
指
導
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
面
接
指
導
で
は
、
出
席
者
の

既
往
歴
・
職
歴
の
聞
き
取
り
と
、

健
康
診
断
等
で
撮
影
さ
れ
た
X

線
写
真
の
読
影
か
ら
、
石
綿
に

よ
る
ば
く
露
の
有
無
を
確
認

し
、
そ
の
結
果
、
Ｃ
Ｔ
撮
影
に

よ
る
詳
し
い
検
査
（
二
次
検

査
）
、
ま
た
は
経
過
観
察
の
判
定

を
行
い
、
今
後
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
指
導
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
面
接
指
導
に
つ
い
て

は
、
十
一
月
末
を
予
定
に
要
面

接
判
断
さ
れ
た
方
、
面
接
指
導

を
欠
席
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、

今
後
も
実
施
し
ま
す
。

　
胸
部
の
状
態
は
変
化
す
る
可

能
性
も
十
分
考
え
れ
ま
す
の

で
、
石
綿
関
連
疾
患
検
査
を
受

け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

助
成
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
」
と
の
発
言
が
あ
り
、

厚
生
労
働
省
の
省
内
独
自
仕
分

け
の
対
象
と
し
て
、
五
月
三
十

一
日
、
東
京
・
厚
生
労
働
省
内

で
長
浜
厚
生
労
働
副
大
臣
・
有

識
者
の
委
員
に
よ
る
「
厚
生
労

働
省
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
有
識
者
委
員
か
ら
「
保
険
者

機
能
を
発
揮
さ
せ
る
、
自
主
的

運
営
に
委
ね
る
の
な
ら
補
助
は

必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
」
・

「
所
得
の
高
い
国
保
組
合
や
入

院
全
額
償
還
を
実
施
し
て
い
る

国
保
組
合
に
は
補
助
が
必
要
な

の
か
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
約
一
時
間
行
わ
れ
た
事
業
レ

ビ
ュ
ー
の
判
定
結
果
は
、「
国
保

組
合
へ
の
補
助
事
業
は
継
続
す

る
が
、
更
な
る
見
直
し
が
必
要
」

と
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
内
容
と

な
り
、
国
保
組
合
の
補
助
制
度

全
体
の
見
直
し
と
補
助
額
の
圧

縮
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
行
政
事
業

レ
ビ
ュ
ー
で
の
議
論
を
受
け
、

中
間
と
り
ま
と
め
を
し
、
夏
の

二
〇
一
一
年
度
概
算
要
求
へ
反

映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
私
た

ち
は
こ
れ
ま
で
通
り
自
信
を
持

っ
て
「
私
た
ち
の
建
設
国
保
を

守
る
」「
建
設
国
保
へ
の
補
助
金

を
守
る
」
と
い
う
運
動
を
強
め

て
い
き
ま
す
。

　
六
月
二
十
二
日
（
火
）
に
は
、

地
元
国
会
議
員
要
請
行
動
を
行

い
ま
し
た
。

　
山
田
執
行
委
員
長
と
井
上
書

記
次
長
は
、
民
主
党
／
牧
義
夫

衆
議
院
議
員
（
党
県
連
代
表
）
、

大
西
健
介
衆
議
院
議
員
（
党
厚

労
委
員
）
に
は
加
島
書
記
長
が
、

「
建
設
国
保
組
合
の
育
成
・
強

化
を
求
め
る
要
請
書
」
と
署
名

を
直
接
手
渡
し
ま
し
た
。

　
大
西
議
員
か
ら
は
「
財
政
力

の
あ
る
国
保
組
合
と
、
そ
う
で

な
い
国
保
組
合
を
一
緒
に
議
論

す
る
こ
と
は
控
え
、
全
建
総
連

関
係
の
国
保
組
合
に
は
従
来
通

り
補
助
す
べ
き
と
考
え
る
」
と

心
強
い
返
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
七
月
七
日
（
水
）
、
東
京
「
日

比
谷
公
園
大
音
楽
堂
」
で
全
国

か
ら
四
十
九
県
連
・
組
合
、
六

千
六
百
四
十
九
人
が
集
ま
り
、

全
建
総
連
「
建
設
不
況
打
開
・

生
活
危
機
突
破
、
建
設
国
保
を

守
れ
・
予
算
要
求
中
央
総
決
起

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
建
愛
知
か
ら
は
、
四
役
・

守
山
支
部
・
書
記
局
員
の
計
三

十
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
田
村
中

央
執
行
委
員
長
が
「
建
設
業
は
、

仲
間
の
仕
事
不
足
や
生
活
困
窮

に
よ
る
窮
状
を
訴
え
る
声
で
満

ち
て
い
る
。
建
設
不
況
打
開
や

仲
間
の
仕
事
と
く
ら
し
を
全
力

で
守
っ
て
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
参
議
院
選
挙
が
間
近
に
迫
る

中
、
駆
け
つ
け
た
国
会
議
員
か

ら
は
「
建
設
国
保
育
成
・
強
化

に
全
力
を
尽
く
す
」
な
ど
力
強

い
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

厚
労
省
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
判

定
を
受
け
「
建
設
国
保
は
、
保

険
者
機
能
を
最
大
限
発
揮
す

全国から約6,600人が集まった

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会

全
国
の
仲
間
六
千
六
百
人
 集
結

建
設
不
況
打
開

生
活
危
機
突
破

全建総連／７ . ７

建
設
国
保
守
れ

る
。
堂
々
と
国
会
議
員
に
育
成
・

強
化
を
訴
え
、
国
保
組
合
の
補

助
制
度
を
守
っ
て
い
く
」
と
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
古
市
書
記
長
か
ら
は
「
参
院

選
後
、
地
元
国
会
議
員
に
今
年

度
と
同
額
確
保
を
要
請
し
よ

う
」
な
ど
基
調
報
告
が
あ
り
、

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
「
今
す
ぐ
！
仕
事

を
！
」
「
守
る
ぞ
！
建
設
国
保
」

と
掲
げ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
意
志
統

一
を
し
、
集
会
後
は
東
京
駅
方

面
へ
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
建
設
国
保
を

私
た
ち
の
建
設
国
保
を
守守
れれ

地
元
国
会
議
員
へ
要
請
行

地
元
国
会
議
員
へ
要
請
行
動動

厚労省行政事業レビュー



②　集団健康診断日程表
会場所在地会場名受付時間曜日月
津島市アイプラザ津島

9:30～11:30日１

８

あま市あま市美和文化会館
岡崎市岡崎商工会議所

9:30～11:30日８
名古屋市名東区名東区役所
江南市江南市体育館

9:30～11:30日22
西尾市西尾勤労会館
春日井市グリーンパレス春日井

9:30～11:30日29
北名古屋市総合福祉センターもえの丘
尾張旭市スカイワードあさひ9:30～11:30日5

9
一宮市一宮市木曽川体育館

9:30～11:30日12
名古屋市港区全建愛知会館
名古屋市千種区オリエンタル労働衛生協会9:30～11:30日19
一宮市一宮市尾西市民会館9:30～11:30日3

10

日進市日進市民会館9:30～11:30日10
小牧市小牧北里市民センター

9:30～11:30日17
名古屋市緑区緑区役所
名古屋市中村区笈瀬中学校9:30～11:30日24
名古屋市天白区天白区役所9:30～11:30日31
瀬戸市瀬戸健康管理センター9:30～11:30日7

11
北名古屋市北名古屋市文化勤労会館9:30～11:30日28

　
今
年
度
の
中
建
国
保
健
康
診

査
補
助
事
業
は
、
契
約
す
る
健

診
機
関
で
の
「
健
康
診
断
」
及

び
、
組
合
で
実
施
す
る
「
集
団

健
康
診
断
」
を
主
体
と
し
て
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
機
関
紙
キ
ャ
ロ
ッ
ト

や
組
合
Ｈ
Ｐ
で
日
程
・
会
場
等

を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
二
十
年
度
か
ら
生
活

習
慣
病
予
防
の
観
点
か
ら
、
保

険
者
（
中
建
国
保
）
に
特
定
の

健
康
診
断
及
び
、
そ
の
結
果
に

基
づ
く
保
健
指
導
を
実
施
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
　
今
年
度
、
被
保
険
者
四
十
歳

以
上
七
十
五
歳
未
満
の
方
の
受

診
率
五
十
％
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　
ぜ
ひ
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
積

極
的
に
健
康
診
断
を
お
受
け
く

だ
さ
い
。

　
  健
康
診
断
の

健
康
診
断
の
　
　
　

受
診
資
格

　
　
　
　
  受
診
資
格
 

　
「
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い

る
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

被
保
険
者
」
に
限
り
ま
す
。

　
但
し
、
二
十
歳
未
満
の
家
族

被
保
険
者
の
方
が
受
診
希
望
の

場
合
は
、
実
費
負
担
（
一
万
円
）

で
受
診
い
た
だ
け
ま
す
。

※
中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員

　
お
よ
び
組
合
員
外
は
受
診
で

　
き
ま
せ
ん
。

※
中
建
国
保
に
未
加
入
の
組
合

　
員
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保

　
険
者
（
市
町
村
・
社
会
保
険

　
等
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

　
組
合
の
健
康
診
断

組
合
の
健
康
診
断
　
　

メ
リ
ッ

　
　
　
　
　
メ
リ
ッ
トト

①
特
定
健
診
に
必
要
な
基
本
項

　
目
の
他
、
大
腸
が
ん
検
診
（
二

　
日
法
）
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
法
に

　
よ
る
必
須
項
目
も
含
ま
れ

　
た
、
健
診
項
目
を
実
費
負
担

　
な
し
で
受
診
で
き
ま
す
。

②
中
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

　
本
人
と
二
十
歳
以
上
の
家
族

　
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
受
診
で

　
き
ま
す
。健

診
項

健
診
項
目目

【
基
本
健
診
項
目
】

■
問
診

　
自
覚
症
状
・

既
往
歴
・

生
活
習
慣

■
理
学
的
検
査

　
視
診
・
触
診
・
打
診
・
聴
診

■
身
体
測
定

　
身
長
・
体
重
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
腹
囲

■
血
圧
測
定

■
血
液
検
査

　
中
性
脂
肪
・
H
D
L
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

　
テ
ロ
ー
ル
・
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ

　
Ｔ
・
r
|
Ｇ
Ｔ
Ｐ
・
Ｈ
b
Ａ
１
C

■
尿
検
査

　
尿
糖
・
尿
た
ん
ぱ
く

【
労
働
安
全
衛
生
法
の
追
加
項
目
】

　
・
胸
部
直
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
・
視
力

　
・
聴
力

　
・
心
電
図

　
・
血
液
検
査
（
R
B
C
・
H
b
・
H
t
）

【
が
ん
検
診
】

　
大
腸
が
ん
検
診
（
二
日
法
）

※
今
年
度
も
、
愛
知
県
栄
養
士

　
会
に
よ
る
「
健
康
づ
く
り
教

　
室
」は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
し
た
が
っ
て
、
交
通
費
の
補

　
助
（
五
百
円
）
の
支
給
も
あ

　
り
ま
せ
ん
。

適
用
除
外
の

　
適
用
除
外
の
　
　
　
　

従
業
員
に
つ
い

　
　
従
業
員
に
つ
い
てて

　
適
用
除
外
事
業
所
※
1
の
従

業
員
は
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ

る
事
業
者
健
診
の
実
施
義
務
が

優
先
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て

中
建
国
保
の
「
個
人
に
対
す
る

健
康
診
査
補
助
事
業
」
か
ら
除

外
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
建
国
保
は
、
特
定
健
診
の

結
果
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
協
力
費
と
し
て

上
限
一
万
円
を
支
払
い
ま
す
。

※
１
　
適
用
除
外
事
業
所
…

　
法
人
の
事
業
所
、
ま
た
は
五

　
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
個

　
人
事
業
所
で
、
健
保
適
用
除

　
外
手
続
き
を
し
て
い
る
事
業
所

健
診
方

健
診
方
法法

　
上
記
①
契
約
健
診
機
関
一
覧

表
よ
り
、
健
診
機
関
を
選
択
し
、

ご
自
身
で
健
診
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
必
ず
、
中
建
国
保
の
組
合
員
で

　
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
受
診
日
当
日
、
必
ず
窓
口

　
へ
「
健
康
保
険
証
」
を
提
示

　
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
待

　
ち
時
間
が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

　
に
受
診
で
き
ま
す
。

 　
下
記
②
集
団
健
康
診
断
日
程

表
よ
り
、
所
属
支
部
に
関
わ
ら

ず
、
ど
こ
の
健
診
会
場
で
も
受

診
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

※
会
場
に
よ
っ
て
は
、
た
い
へ

　
ん
混
雑
す
る
た
め
、
お
待
ち

　
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
①
契
約
健
診
機
関
②
集
団
健

康
診
断
以
外
で
、
受
診
を
希
望

す
る
場
合
、
中
建
国
保
の
規
定

の
条
件
（
受
診
者
資
格
・
健
診

項
目
）
を
満
た
し
て
い
な
い
と

補
助
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
必
ず
、
健
診
を
受

け
る
前
に
組
合
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

①　契約健診機関一覧表

予約受付時間電話番号所在地契約健診機関名

月～金曜日8:30～17:30

　  土曜日8:30～正　午
052-821-0090

名古屋市南区千竈通7-16-1名古屋セントラルクリニック

名古屋市中村区那古野1-47-1
国際センタービル10F

国際セントラルクリニック

名古屋市中村区名駅3-26-13
名古屋駅前S.I.Aビル12F

テルミナセントラルクリニック

愛知郡東郷町大字春木字白土1-1884和合セントラルクリニック

月曜日～金曜日
9:00～16:30052-741-9211名古屋市千種区今池1-8-4オリエンタル労働衛生協会

月～金曜日9:00～17:00
土曜日（第一土曜以外）9:00～13:000533-67-0101蒲郡市拾石町前浜40-10オリエンタル蒲郡健診センター

火曜日～土曜日
9:00～17:000566-75-7515安城市相生町14-14三河安城クリニック

月～金曜日9:00～11:30
担当　中村052-486-6875名古屋市中村区道下町2-26ライフ健康クリニック

月～金曜日8:30～17:00
　  土曜日8:30～11:300561-82-6194瀬戸市共栄通1-48瀬戸健康管理センター

月～金曜日8:30～17:00
   土曜日9:30～11:000120-489-545岡崎市竜美西1-9-1岡崎市医師会公衆衛生センター

月～金曜日9:00～17:00
       土曜日9:00～11:000564-24-2217岡崎市中岡崎町1-10宇野病院健診センター

月曜日～金曜日
9:00～17:00

0567-28-5151
（内線3111）津島市橘町3-73津島市民病院健康管理センター

月～金曜日9:00～17:30
       土曜日9:00～12:300569-27-7887半田市神田町1-1半田市医師会健康管理センター

月～金曜日10:00～17:00
      土曜日10:00～14:000565-57-3366豊田市駒新町金山1-12中野胃腸病院 健診センターなかの

月～金曜日8:30～17:30
       土曜日8:30～12:300532-61-3000豊橋市吾妻町137光生会病院 総合健診センター

火曜日～土曜日
8:30～16:00052-737-6500

名古屋市中区栄2-1-1
日土地名古屋ビル3F

エルズメディケア名古屋
（女性専用）

月曜日～土曜日
8:30～17:000586-63-3200一宮市小信中島字郷中104泰玄会西病院

※エルズメディケア名古屋は、女性専用の健康診断施設になります。ご注意ください。

※受診希望日の2週間前までに、「契約健診施設」へ直接電話予約をしてください。

③③

①
・
②
以
外

  ①
・
②
以
外
でで

受
診
す
る
場

　
  受
診
す
る
場
合合

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

①
契
約
健
診

①
契
約
健
診
機機
関関

待
ち
時
間
な

待
ち
時
間
な
しし

要
予
要
予
約約

予
約
不

予
約
不
要要

②
集
団
健
康
診

②
集
団
健
康
診
断断

実
費
負
担
な

実
費
負
担
な
しし

※集団健康診断を受診される方は、必ず会場へ「健康保険証」をご持参ください。また、事前予約の必要は
　ございません。なお、受診者の方々が多く、会場がたいへん混雑する場合があります。所属支部に関わら
ず、どこの健診会場でも受診していただけます。今月号以降のキャロットをご確認の上、ご利用ください。

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及

中
建
国
保
未
加
入
の
組
合
員
及
びび

健
康
診
断
開

健
康
診
断
開
催催

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま

組
合
員
外
は
受
診
で
き
ま
せせ
んん

年に1度は健診を

　
受
診
方
法
な
ど
を
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

【
補
助
金
額
】

　
基
本
健
診
項
目
・
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
・
が
ん
検
診
を
含
ん
だ

健
診
を
受
診
さ
れ
た
場
合
、
上

限
一
万
円
ま
で
補
助
し
ま
す
。

注
意
事

注
意
事
項項

・
健
診
補
助
は
年
度
内
一
回
に

　
な
り
ま
す
。
①
・
②
・
③
の

　
い
ず
れ
か
に
対
し
補
助
し
ま

　
す
。

・
二
十
一
年
度
に
実
施
さ
れ
た

　
人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
制
度
は

　
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
　

・
食
事
は
、
前
日
の
午
後
九
時

　
ま
で
に
お
済
ま
せ
い
た
だ

　
き
、
当
日
、
健
診
終
了
ま
で

　
水
以
外
の
摂
取
は
お
や
め
く

　
だ
さ
い
。
牛
乳
・
ス
ポ
ー
ツ

　
ド
リ
ン
ク
・
清
涼
飲
料
水
・

　
ガ
ム
・
飴
な
ど
も
検
査
数
値

　
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

恩 温桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

恩
温

桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶

組合が実施する集団健康診断に参加した組合員

　７月４日（日）全建愛知会館と
名古屋セントラルクリニックを皮
切りに、集団健康診断がスタート
しました。
　全建愛知会館では、健康診断の
順番を待つ組合員やご家族の方々
で、開始前から長い列ができ、終
始列が途切れることのないほどで
した。
　また、契約健診機関での健診は、
お待たせすることはありません。
スムーズに受診いただける契約健
診機関を、ぜひご利用ください。

集団健康診断実施
大勢の組合員が受診

― 中建国保愛知県支部 ―

　今月の組合費等の自動引落日は

27日（金）です。26日（木）まで

に、預金残高をご確認ください。　

　尚、引落不能

の場合は、右表

のとおり翌月に

延滞金が加算さ

れます。

自動引落のお知らせ

１ヶ月    300円

2ヶ月    800円

3ヶ月 1,800円

◎日時　８月22日（日）
　　　　午前10時～

◎会場　全建愛知会館

※お電話でのご予約が必要です

 　 ／0120-154-931

 　 ／050-3785-1684

今月の新加入説明会

（イコーヨ クミアイ）



　
七
月
四
日
（
日
）
、
港
支
部

主
催
「
八
ヶ
岳
さ
く
ら
ん
ぼ

狩
り
」
に
総
勢
六
十
二
名
で
、

参
加
し
ま
し
た
。

　
港
区
南
陽
支
所
を
八
時
に

出
発
し
て
、
恵
那
Ｓ
Ａ
か
ら

駒
ケ
岳
Ｓ
Ａ
を
ぬ
け
て
、
ネ

オ
オ
リ
エ
ン
タ
ル
リ
ゾ
ー
ト

八
ヶ
岳
高
原
で
、
ラ
ン
チ
バ

イ
キ
ン
グ
で
す
。

　
さ
く
ら
ん
ぼ
の
為
に
昼
食

を
そ
こ
々
に
済
ま
せ
、
い
ざ

明
野
村
宮
沢
農
園
で
、
さ
く

ら
ん
ぼ
狩
り
で
す
。

　
種
類
は
、
佐
藤
錦
と
高
砂

で
す
。
や
は
り
佐
藤
錦
の
方

が
甘
く
、
皆
口
い
っ
ぱ
い
頬

ば
り
笑
顔
が
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
。

　
高
い
枝
の
方
が
太
陽
を
い

っ
ぱ
い
受
け
て
い
る
の
で
甘

く
、
脚
立
に
乗
っ
て
取
っ
て

も
ら
っ
た
り
、
小
さ
い
お
子

さ
ん
は
手
の
届
く
範
囲
で
摘

む
事
も
出
来
ま
し
た
。

　
明
野
村
は
、
晴
天
に
恵
ま

れ
た
所
で
、
全
国
平
均
の
一

年
間
の
総
日
照
時
間
千
九
百

九
十
一
時
間
に
対
し
て
、
こ

の
村
は
二
千
二
百
四
十
四
時

間
で
、
全
国
一
番
日
の
あ
た

る
所
で
有
名
で
す
！
だ
か
ら

甘
い
さ
く
ら
ん
ぼ
だ
っ
た
ん

だ
ね
。
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
【
奥
川
友
子
　
記
】
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★
★
★
★
★
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港
支
部
／
八
ヶ
岳
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

甘
い
の
は
、
や
は
り
佐
藤
錦

７月４日
甘くて美味しいよ

　７月３日（土）、豊橋支部
主婦の会「体にやさしいスピ
ードランチ」のテーマで、16
名の参加者で行いました。
　スピードランチというこ
とで、アドバイザーの説明を
含め１時間足らずで仕上げ、
油もあまり使わず卵・肉・魚・
乳類・砂糖を使わないなど、
本当に体にやさしいヘルシ
ーな献立でした。

　みなさん主婦だけあって手際良く、ワイワイガヤガヤ楽しい雰囲気
の中で出来上がっていきました。
　４品作り、私は初めて作るものば
かりで、「えっ青汁？」と思ってい
たデザートがとってもおいしくて
びっくりしました。
　試食の時は、組合員さんの子供さ
ん達も参加して「おいしいね」と言
って嬉しそうに食べていました。
　また、色々な料理に挑戦し参加し
たいです。
　　　　　　　　　【石川妙子　記】
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豊橋支部主婦の会／料理教室 ７月３日

手
際
良
く
楽
し
く
調
理
し
て
い
ま
す

ワイワイガヤガヤ楽しい雰囲気で

もうすぐ完成です

　７月11日（日）、旭瀬戸支部は
名古屋ドームへ中日対巨人戦の
観戦に行ってきました。
　中日が２連勝で迎えた第３戦
は「このまま３連勝！」の強気モ
ードと日曜日のデーゲームとい
うこともありドームの中は熱気
が溢れていました。
　１塁側の最上段スタンドに旭

瀬戸支部総勢120名が陣取り、お目当てのチームの一投一打に熱い声
援を送りました。
　試合は、１回裏にホームラン攻勢で４点を奪ったドラゴンズが優位
な試合展開となり、ドラファンは応援でもビールの消費量もボルテー

ジは上がりっ放し。
　中盤には追いつかれそうな場
面もありハラハラしたものの直
後に追加点をあげ、リードを保
ったまま抑えの必勝リレーで３
連勝を締めくくりました。
　ジメジメした梅雨空を吹き飛
ばすような、爽快な試合を観戦
できました。
　　　　　　【伊里彰人通信員】
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旭瀬戸支部／プロ野球観戦 ７月11日

ボルテージは上がりっぱなし

ボ
ル
テ
ー
ジ
は
最
高
潮

頑
張
れ
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

　
瑞
穂
支
部
、
主
婦
の
会

合
同
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
。

　
六
月
二
十
六
日
（
土
）
、

朝
八
時
集
合
。

　
今
日
は
、
昨
日
か
ら
の

雨
で
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り

ま
し
た
。
行
先
は
「
南
信
州

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
」で
す
。

　
参
加
者
は
合
計
で
三
十

八
名
で
出
発
。

　
バ
ス
は
、
名
古
屋
高
速

か
ら
中
央
道
を
通
り
飯
田

イ
ン
タ
ー
で
降
り
「
お
菓

子
の
城
飯
田
」
に
寄
り
、
お

菓
子
作
り
見
学
・
試
食
・
買

物
を
し
、
少
し
早
い
時
間

で
す
が
、
昼
食
会
場
の
「
山

都
飯
田
」
へ
着
き
、
信
州
ソ

バ
食
べ
放
題
を
頂
き
ま
し

た
。
皆
、
美
味
し
い
と
お
替

わ
り
を
し
、
お
腹
い
っ
ぱ

い
で
苦
し
が
っ
て
い
ま
し

た
。
　
さ
て
、
最
後
に
本
日
の

イ
ベ
ン
ト
の
さ
く
ら
ん
ぼ

狩
り
に
向
い
ま
し
た
。

　
道
中
、
外
は
雨
が
降
っ

て
い
て
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

が
出
来
る
か
と
心
配
で
し

た
が
、
そ
の
場
所
は
、
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
に
な
っ
て
い

て
、
雨
の
心
配
は
無
か
っ

た
の
で
皆
喜
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
係
員
の
説

明
を
聞
き
、
食
べ
始
め
ス

タ
ー
ト
。
桜
錦
と
高
砂
の

二
種
類
あ
り
、ゆ
っ
く
り

と
味
わ
っ
て
、
大
人
も
子

供
も
喜
ん
で
ウ
マ
イ
の
連

発
で
し
た
。

　
今
後
も
、こ
の
様
な
行

事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
と
の
感
想
で
し
た
。

　
【
戸
ヶ
里
勝
義
通
信
員
】
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瑞
穂
支
部
・
主
婦
の
会
合
同
／
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

美
味
し
い
や
ウ
マ
イ
の
連
発
６月26日

これは、美味しいかな～

美味しいさくらんぼだよ

　
尾
北
支
部
で
は
、
六
月
六

日
（
日
）
恒
例
の
春
レ
ク
を

「
信
州
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
」

と
し
て
、
晴
天
の
中
、
開
催

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
バ
ス
三
台
・

百
二
十
一
名
・
四
十
二
家
族

の
参
加
で
し
た
。

　
尾
北
支
部
で
は
、
約
三
百

名
の
組
合
員
さ
ん
で
毎
年
春

と
秋
の
二
回
を
予
定
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
く
ら
ん
ぼ
（
佐
藤
錦
）

は
、
と
て
も
大
き
く
大
変
美

味
で
し
た
。

　
参
加
者
全
員
、
特
に
子
供

さ
ん
が
大
喜
び
、
皆
さ
ん
が

次
回
も
大
き
く
期
待
し
て
い

ま
す
と
好
評
で
し
た
。

　
昼
食
は
、
石
和
温
泉
の
「
慶

山
」
で
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

を
沢
山
食
べ
、こ
れ
も
満
足
。

　
帰
路
で
は
、
ワ
イ
ン
工
場

と
八
ヶ
岳
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
工

房
で
お
買
い
物
。

　
参
加
者
の
財
布
の
紐
は
、

い
く
ぶ
ん
緩
か
っ
た
様
な
気

が
し
ま
し
た
。

　
車
中
で
は
、
恒
例
の
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
、

組
合
員
さ
ん
の
親
睦
が
一
日

十
分
に
は
か
れ
ま
し
た
。
笑

顔
・
笑
顔
で
し
た
。

　
　
　
　
【
大
島
孝
親
　
記
】
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と
っ
て
も
美
味
し
い

手
を
伸
ば
し
て
、
よ
い
し
ょ

尾
北
支
部
／
南
ア
ル
プ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

皆
さ
ん
大
喜
び
・
大
満
足
で
し
た

６月６日

　６月６日（日）緑支部、恒例
のボウリングが名古屋グラン
ドボウルにて開催されました。
　午前10時30分、集合受付に、
佐藤支部長を含む、86名の参加
者が集まり、午前11時のスター
トの前に、民主党各議員の挨拶
があり、ゲームに入りました。
　久しぶりのボウリングとあ
って、ストライクやスペアを狙

う、真剣な眼差しや笑い声や落胆の声があり、和やかな２ゲームの時
が過ぎました。
　優勝は、播磨よしあきさんで、豪華景品を手に大喜びでした。その
他、皆さんに飛び賞等もありました。子供達や大人も、歓声が聞こえ

ました。　
　これからも、役員一同一丸となっ
て頑張っていきたいと思っており
ます。
　又、一度も支部レク等に、参加さ
れていない組合員の方をお待ちし
ておりますので宜しくお願いしま
す。役員の皆さんお疲れさまでし
た。　　　　　【太田喜久夫通信員】
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皆さん、真剣な眼差しや笑い声
緑支部／ボウリング大会 ６月６日

そ
れ
ー
、
い
け
ぇ
ー

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

脚立に上って…



第3勉強会

第4勉強会

第1勉強会

第2勉強会

　
主
催
者
を
代
表
し
て
、
山
田

執
行
委
員
長
か
ら
「
全
国
的
に

組
合
員
数
が
減
少
し
て
い
る
な

か
、
今
、
組
織
拡
大
が
極
め
て
重

要
な
時
で
す
。
組
織
の
回
復
、
一

万
三
千
人
の
組
合
目
指
し
奮
闘

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
建
設
国

保
を
守
り
ま
し
ょ
う
」
と
、
力
強

い
挨
拶
が
あ
り
、
大
会
は
幕
を

開
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
全
建
総
連
／
林
書

記
次
長
、
中
建
国
保
／
渡
辺
事

務
局
次
長
、
連
合
愛
知
／
神
野

会
長
、
牧
義
夫
衆
議
院
議
員
は

じ
め
国
会
議
員
の
方
な
ど
、
来

賓
の
方
々
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
全
体
会
議
で
は
、「
あ
ん
し
ん

財
団
業
務
委
託
費
の
減
額
に
つ

い
て
」・「
あ
ん
し
ん
財
団
業
務

停
止
命
令
に
つ
い
て
」
等
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
各
専
門
部
の

四
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
第
三

十
八
期
運
動
方
針
案
と
と
も
に

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
全
体
会
議
で
提
案
さ
れ
た
議

案
を
質
疑
応
答
し
た
後
、
満
場

一
致
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
　
そ
の
後
、
功
労
者
表
彰
等
と

役
員
一
部
改
選
報
告
が
行
わ

れ
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択
後
、

杉
浦
青
年
部
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
定
期
大
会
は
無
事
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

多
く
の
来
賓
の
方
々
か

多
く
の
来
賓
の
方
々
か
らら

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
しし
たた

　
毎
年
、
定
期
大
会
終
了
後
に

勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
も
四
会
場
に
分
か
れ
、

各
課
題
の
充
実
し
た
勉
強
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
勉
強
会
は
、「
組
織
拡
大

に
つ
い
て
。

（
講
師
／
中
西
書
記
）

　
過
去
の
組
織
人
員
数
を
確
認

し
、
組
織
拡
大
の
重
要
性
を
確

認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
の
メ

リ
ッ
ト
を
説
明
し
、
組
織
拡
大

行
動
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　
第
二
勉
強
会
は
、「
住
宅
版
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
。

（
講
師
／
池
崎
書
記
）

　
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に
係
る

ポ
イ
ン
ト
発
行
対
象
工
事
や
、

申
請
手
続
き
に
必
要
な
書
類
な

ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
三
勉
強
会
は
、「
公
契
約

法
」
に
つ
い
て
。

（
講
師
／
高
吉
名
古
屋
市
会
議

員
・
田
中
書
記
）

　
公
契
約
法
の
概
要
や
必
要
性

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
高
吉
議
員
よ
り
、
全

国
初
の
条
例
を
制
定
し
た
千
葉

県
野
田
市
へ
の
行
政
視
察
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
四
勉
強
会
は
、「
国
民
年
金

基
金
」
に
つ
い
て
。

（
講
師
／
三
好
書
記
）

　
メ
リ
ッ
ト
が
た
い
へ
ん
多

く
、
掛
金
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
に
な
り
、
税
金
も
軽
減
で

き
る
等
、
国
民
年
金
の
上
乗
せ

と
し
て
、
将
来
が
安
心
で
き
る

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

鰍

恰

割

括
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第37期決算・第38期予算

第38期予算額第37期決算額　 項　 　 　 目　
68,947,925　73,567,160円　 前 期 繰 越 金　
312,000,000　310,569,600　　 組　 合　 費　
12,600,000　11,715,000　　 加　 入　 金　
61,268,400　56,068,855　　 繰　 入　 金　
6,500,000　7,713,676　　 雑　 収　 入　

461,316,325円459,634,291円　 合　 　 　 計　

【収入の部】

【支出の部】
第38期予算額第37期決算額　 項　 　 　 目　
3,200,000円2,940,085円　 定 期 大 会 費　
5,000,000　4,032,015　　 会　 議　 費　
6,450,000　2,652,062　　 中 央 行 動 費　
29,078,000　27,659,777　　 支 部 活 動 費　
6,150,000　6,149,998　　 宣 伝 活 動 費　
35,213,477　29,263,306　　専門部対策費　
135,730,000　123,465,478　　 人　 件　 費　
4,400,000　3,873,680　　 交　 通　 費　
29,100,000　22,137,403　　 事　 務　 費　
6,644,400　6,224,618　　 事 務 所 費　
600,000　223,272　　 備　 品　 費　
2,000,000　1,307,198　　自動車維持費　
12,575,000　12,252,590　　 加 盟 共 闘 費　
2,900,000　2,173,937　　 交　 際　 費　
60,640,000　56,947,200　　 積　 立　 金　
77,620,000　77,243,731　　 共　 済　 費　
7,550,000　7,484,706　　自動引落運営費　
540,000　540,000　　 顧　 問　 料　
2,000,000　1,257,810　　 雑　 　 　 費　
30,505,448　―――――――　　 予　 備　 費　
1,920,000　1,603,200　　 返　 還　 金　
1,500,000　1,254,300　　 租 税 公 課　

―――――――　68,947,925　　 次 期 繰 越 金　
461,316,325円459,634,291円　 合　 　 　 計　

　
「
我
々
、
民
主
党
が
与
党
に
な

り
政
権
交
代
し
ま
し
た
。
皆
様

の
大
切
な
建
設
国
保
を
、
よ
り

一
層
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た

め
に
も
、
引
き
続
き
先
頭
に
立

ち
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

前
政
権
の
負
の
遺
産
を
引
継
ぎ

つ
つ
も
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の

生
活
に
光
が
当
た
る
よ
う
、
新

た
な
国
づ
く
り
を
始
め
ま
し

た
。
来
る
参
議
院
選
挙
、
皆
様

の
絶
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ

　
「
今
、
建
設
国
保
は
、
存
亡
の

危
機
で
す
。
マ
ス
コ
ミ
か
ら
不

当
な
記
事
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

合
わ
せ
て
全
建
総
連
と
関
係
の

な
い
国
保
組
合
で
起
き
た
偽
装

し
た
。
五
月
三
十
一
日
の
省
内

仕
分
け
で
は
、
国
保
組
合
の
補

助
金
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
厳

し
い
評
価
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
に
国
保
組
合
は
百
六
十
五

あ
り
、
所
得
調
査
の
結
果
が
発

表
さ
れ
、
医
師
国
保
の
課
税
標

準
額
／
六
百
七
十
六
万
円
、
建

設
国
保
／
七
十
三
万
円
。
九
倍

　
「
国
保
組
合
を
取
り
巻
く
情

勢
は
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
で
す
。

そ
の
中
、
私
た
ち
中
建
国
保
は
、

命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
更
な

る
健
全
運
営
に
取
り
組
み
ま

す
。
保
険
者
機
能
を
十
分
発
揮

し
、
高
い
保
険
料
の
収
納
率
確

保
・
診
療
内
医
療
の
点
検
実
施
・

第
三
者
行
為
・
労
災
レ
セ
抽
出
・

健
康
づ
く
り
教
室
・
疾
病
予
防

の
実
施
・
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
四
十

周
年
を
迎
え
る
中
建
国
保
は
、

価
値
あ
る
建
設
国
保
を
維
持
し

発
展
し
て
い
き
ま
す
」

用
で
す
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

を
発
端
と
す
る
世
界
不
況
に
よ

り
、
雇
用
情
勢
は
厳
し
い
環
境

と
な
り
、
愛
知
県
の
失
業
率
四
．

七
％
、
有
効
求
人
倍
率
〇
．
六

倍
、
未
だ
厳
し
い
状
況
で
す
。

特
に
若
い
方
の
就
職
状
況
が
非

常
に
厳
し
く
、
若
い
労
働
意
欲

を
持
っ
た
方
が
仕
事
に
就
け
る

社
会
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
経
済
環
境
を
高
め
、
民
主

党
の
安
定
を
求
め
る
た
め
に
、

こ
の
参
議
院
選
挙
は
意
味
の
あ

る
も
の
で
す
」

申
し
ま
せ
ん
。
わ
ず
か
七
十
三

万
円
の
私
た
ち
の
建
設
国
保
の

補
助
金
は
現
行
水
準
に
し
て
ほ

し
い
と
、
細
川
・
長
浜
厚
労
副

大
臣
、
長
妻
厚
労
大
臣
、
野
田

財
務
大
臣
に
会
い
強
く
訴
え
ま

し
た
。
何
と
し
て
も
、
建
設
国

保
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

充
実
し
た
内
容

充
実
し
た
内
容
のの

勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
し

勉
強
会
が
行
わ
れ
ま
し
たた

　全建総連　

林裕司書記次長

合愛知

野進会長

一
万
三
千
人
を
目
指
す
力
で
、

建
設
不
況
打
開
、
建
設
国
保
を
守
ろ
う

中建国保／

渡辺幸男事務局次長

衆議院議員

牧　 義 夫

第38回定期大会第38回定期大会開開催催
走り続ける全建愛走り続ける全建愛知知

　
「
一
万
三
千
人
を
目
指
す
力
で
、
建
設
不
況
を
打
開
、
建
設
国
保
を
守
ろ
う
」
を
メ
イ
ン

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
六
月
二
十
日
（
日
）
、
名
古
屋
国
際
会
議
場
（
名
古
屋
市
熱
田
区
）

で
全
建
愛
知
第
三
十
八
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
勢
三
百
五
十
五
名
が
出
席
し
、
「
全
建
愛
知
／
一
万
三
千
人
の
組
合
目
指
し
て
ガ
ン
バ

ロ
ー
」
と
、
誓
い
合
い
ま
し
た
。
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の
絶
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
愛
知
か
ら
二
人
当
選
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

な
い
国
保
組
合
で
起
き
た
偽
装

加
入
等
を
取
り
上
げ
、
国
保
組

合
は
法
律
違
反
と
た
た
か
れ
ま

設
国
保
／
七
十
三
万
円

九
倍

の
開
き
が
あ
り
ま
し
た
。
高
額

所
得
者
の
国
保
組
合
の
こ
と
は

　
「
連
合
の
大
き
な
課
題
は
、
雇

　
共
済
福
祉
部
で
は
、
山
﨑

共
済
福
祉
部
長
よ
り
、「
将

来
、
安
心
し
た
老
後
の
生
活

を
得
る
た
め
、
大
き
な
保
障

の
あ
る
の
が
国
民
年
金
基
金

で
す
。
掛
金
全
額
が
控
除
さ

れ
る
な
ど
、
税
金
面
で
優
遇

措
置
が
多
く
あ
る
の
で
、
ぜ

ひ
、
加
入
を
検
討
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
報
告
・
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
代
議
員
よ
り
文
章

の
表
現
に
つ
い
て
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。

　
次
に
、
組
織
部
で
は
、
近
藤

組
織
部
長
よ
り
、「
建
設
業
就

業
者
数
が
減
少
す
る
中
、
全

建
愛
知
で
も
、こ
の
一
年
間

で
、
一
千
名
を
超
え
る
仲
間

が
、
離
職
等
を
理
由
に
組
合

を
去
っ
て
い
く
結
果
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
力
を
お
借
り
し
、
何
と
し

て
も
脱
退
を
阻
止
し
、
一
人

の
組
合
員
が
一
人
の
未
加
入

者
を
紹
介
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
組
織
拡
大
行
動
に
協

力
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
報

告
・
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
教
育
宣
伝
部
で

は
、
横
山
教
育
宣
伝
部
長
よ

り
、「
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
、
最
優

秀
賞
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
組
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、
月
／
約
四

千
五
百
回
ア
ク

セ
ス
が
あ
り
、
分

か
り
や
す
く
明
る

い
デ
ザ
イ
ン
で
、
皆

さ
ん
か
ら
好
評
を
得

て
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ

ロ
ッ
ト
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト

に
対
す
る
、
ご
協
力
の
お
礼

と
、
今
後
の
改
修
の
資
料
と

さ
せ
て
い
た
だ
く
」
な
ど
の

報
告
・
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
三
専
門
部
の
運

動
方
針
案
・
予
算
案
に
つ
い

て
は
、
全
会
一
致
で
仮
承
認

を
受
け
、
本
会
議
で
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
住
宅
対
策
部
で
は
、
鈴

　
木
住
宅
対
策
部
長
よ
り
、

　
「
二
〇
〇
九
年
度
の
住
宅

　
着
工
戸
数
は
、
七
十
七
・
五

　
万
戸
で
、
四
十
五
年
ぶ
り

　
に
低
い
水
準
と
な
り
ま
し

　
た
。
ま
た
、
新
設
さ
れ
た
住

　
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
利

　
用
し
て
、
仕
事
確
保
に
活

　
か
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

　
報
告
・
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

代
議
員
よ
り
、

①
「
住
宅
デ
ー
の
開
催
に
際

　
し
、
助
成
金
の
支
給
に
つ

　
い
て
」

②
「
住
ま
い
手
サ
ポ
ー
タ
ー

　
の
活
動
に
つ
い
て
」
、
質
問

　
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
鈴
木
住
対
部

長
よ
り
、

①
「
原
則
一
支
部
二
回
ま
で

　
で
す
が
、
複
数
行
政
区
に

　
ま
た
が
っ
て
実
施
し
た
場

　
合
は
、
三
回
ま
で
支
給
さ

　
れ
ま
す
」

②
「
登
録
さ
れ
て
い
る
サ
ポ

　
ー
タ
ー
に
対
し
相
談
が
あ

　
る
場
合
、
相
談
等
の
対
応

　
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

　
サ
ポ
ー
タ
ー
の
名
簿
は
各

　
市
町
村
の
窓
口
及
び
、
愛

　
知
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
、

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
技
術
対
策
部
で
は
、
曾
我

技
術
対
策
部
長
よ
り
、「
青
年

技
能
競
技
大
会
で
は
、
青
年

組
合
員
の
技
術
・
技
能
の
向

上
を
目
指
す
一
環
と
し
て
四

方
転
び
踏
み
台
を
課
題
に
競

技
し
て
い
ま
す
。
今
期
も
講

習
会
を
開
催
し
、
講
師
の
指

導
の
も
と
、
選
手
二
名
が
大

会
に
出
場
予
定
で
す
。
今
後

も
、
講
習
会
及
び
技
能
競
技

大
会
に
ご
理
解
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
」
な
ど
の
報
告
・
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
二
専
門
部
の
運

動
方
針
案
・
予
算
案
に
つ
い

て
は
、
全
会
一
致
で
仮
承
認

を
受
け
、
本
会
議
で
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

第
三
分
科
会

共
済
福
祉
・
組
織
・
教
育
宣
伝

参
加
／
代
議
員
・
組
合
員
参
加
等
三
十
七
名
、
本
部
役

職
員
二
十
三
名
、
計
六
十
名
。

議
長
／
池
戸
　
豊
美
さ
ん
（
木
曽
川
支
部
）
、

　
　
　
川
本
　
照
男
さ
ん
（
長
久
手
支
部
）

第
二
分
科
会

住
宅
対
策
・
技
術
対
策

参
加
／
代
議
員
・
組
合
員
参
加
等
四
十
八
名
、
本
部
役

職
員
十
九
名
、
来
賓
一
名
、
計
六
十
八
名
。

議
長
／
西
島
　
健
二
さ
ん
（
豊
田
支
部
）
、

　
　
　
藤
澤
　
路
雄
さ
ん
（
緑
支
部
）

嬉

幾

岐

忌

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希

希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希
希

　
社
会
保
障
対
策
部
で
は
、

大
澤
社
会
保
障
対
策
部
長
よ

り
、「
二
十
二
年
度
国
保
予
算

要
求
は
、
二
百
八
十
二
億
一

千
万
円
確
保
で
き
ま
し
た
。

予
算
を
め
る
ぐ
厳
し
い
状
況

の
中
、
三
年
連
続
で
概
算
要

求
額
を
満
額
確
保
で
き
た
こ

と
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の

賜
物
で
あ
り
、
今
後
も
ハ
ガ

キ
要
請
行
動
等
に
ご
協
力
い

た
だ
き
た
い
」
な
ど
の
報
告
・

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
労
働
対
策
部
で
は
、

上
野
労
働
対
策
部
長
よ
り
、

「
死
亡
災
害
や
負
傷
数
は
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
建
設
現

場
な
ど
で
、
万
が
一
の
事
故

が
な
い
よ
う
、
一
人
親
方
労

災
保
険
、
事
業
所
の
労
災
・
雇

用
保
険
の
周
知
・
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
な
ど

の
報
告
・
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
代
議
員
よ
り
「
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
予
算
組
み
に
つ

い
て
」
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
上
野
労
対

部
長
よ
り
、
予
算
を
組
ん
だ

経
緯
と
経
過
に
つ
い
て
説
明

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
答
弁
を
受
け
、
代
議
員
よ

り
、「
今
後
は
経
過
を
知
ら
な

い
人
が
見
て
も
分
か
る
よ
う

説
明
を
書
い
て
ほ
し
い
」
と

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
賃
金
対
策
部
で

は
、
田
口
賃
金
対
策
部
長
よ

り
、「
千
葉
県
野
田
市
で
の
公

契
約
法
（
条
例
）
制
定
を
受

け
、
名
古
屋
市
議
会
吉
田
議

長
を
訪
問
し
、
要
望
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
も

意
見
書
の
採
択
さ
れ
て
い
な

い
自
治
体
を
中
心
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
」
な
ど
の
報
告
・
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
三
専

門
部
の
運
動
方
針

案
・
予
算
案
に
つ

い
て
は
、
全
会
一

致
で
仮
承
認
を

受
け
、
本
会
議

で
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

第
一
分
科
会

社
会
保
障
対
策
・
労
働
対
策
・
賃
金
対
策

参
加
／
代
議
員
・
組
合
員
参
加
等
四
十
七
名
、
本
部
役

職
員
十
六
名
、
計
六
十
三
名
。

議
長
／
上
野
原
健
治
さ
ん
（
守
山
支
部
）
、

　
　
　
佐
藤
　
伸
吾
さ
ん
（
津
島
支
部
）

連合

神野
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税
金
対
策
部
で
は
、
新

　
山
税
金
対
策
部
長
よ
り
、

　
「
大
衆
増
税
反
対
署
名
活

　
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

　
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

　
た
。
税
金
対
策
部
は
、
今
後

　
も
組
合
の
第
一
線
に
立

　
ち
、
街
頭
活
動
は
じ
め
署

　
名
活
動
に
積
極
的
に
取
り

　
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

　
各
種
記
帳
講
習
会
な
ど
を

　
　
　
　
積
極
的
に
開
催

　
　
　
　
し
、
事
前
対
策
や

　
　
　
　
税
金
に
対
す
る
組

　
　
　
　
合
員
の
意
識
向
上

　
　
　
　
を
図
っ
て
い
き
ま

　
　
　
　
す
」
な
ど
の
報
告
・

　
　
　
　
提
案
が
あ
り
ま
し

　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
財
政
部
で
は
、

　
　
　
　
本
会
議
場
で
報

告
・
提
案
さ
れ
た
、
第
三
十
七

期
決
算
・
第
三
十
八
期
予
算

（
案
）
に
伴
う
、
活
動
報
告
・
運

動
方
針
（
案
）の
提
案
が
、
片

山
財
政
部
長
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
代
議
員
よ
り
、「
議
案
書
の

支
出
に
つ
い
て
約
四
百
六
十

万
円
の
単
年
度
赤
字
と
な
り

ま
し
た
が
、
健
全
な
状
態
と

い
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

と
あ
り
ま
す
が
、
健
全
な
状

態
と
い
え
ま
す
か
」
と
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
執
行
部
よ

り
、「
組
織
人
員
が
減
少
し
て

い
る
中
で
は
、
健
全
な
状
態

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
積

立
金
等
も
順
調
に
積
み
立
て

て
い
ま
す
」
と
の
、
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
代
議
員
よ
り
「
厚
労

省
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー
に
伴

う
、
国
保
組
合
の
再
来
年
以

降
の
対
応
に
つ
い
て
」
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
二
専
門
部
の
運

動
方
針
案
・
予
算
案
に
つ
い

て
は
、
全
会
一
致
で
仮
承
認

を
受
け
、
本
会
議
で
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

第
四
分
科
会

税
金
対
策
・
財
政

参
加
／
代
議
員
・
組
合
員
参
加
等
四
十
六
名
、
本
部
役

職
員
二
十
三
名
、
計
六
十
九
名
。

議
長
／
大
竹
　
一
弘
さ
ん
（
千
種
支
部
）
、

　
　
　
渡
邉
　
博
一
さ
ん
（
一
宮
支
部
）

分科会報分科会報告告



餌

影

営

映

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
・

　
　
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア

お
得
な
、
特
別
割
引
券
配
布
し
ま
す

共済福祉部

　
今
年
も
、
大
好
評
の
「
ナ
ガ

シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
特
別
割
引

券
」
と
、
「
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ

グ
ナ
シ
ア
特
別
割
引
券
」
を
配

布
し
ま
す
。

　
こ
の
夏
は
、
お
得
な
特
別
割

引
券
を
使
っ
て
湯
あ
み
の
島

や
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
へ

出
か
け
る
の
も
よ
し
。

　
ま
た
、
海
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ

ア
」
で
遊
ぶ
も
よ
し
、
今
年
の

夏
も
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
。

★
ナ
ガ
シ
マ
の
ご
利
用
方
法

①
組
合
へ
お
電
話
ま
た
は
胃

　
で
、
必
要
枚
数
を
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
（
組
合
の
各
事
務
所

　
へ
、
直
接
取
り
に
来
て
い
た

　
だ
い
て
も
Ｏ
Ｋ
）
。

※
注
意
　
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ

　
ン
ド
特
別
割
引
券
の
お
申
込

　
み
枚
数
は
、
最
大
で
組
合
員

　
と
そ
の
同
居
の
家
族
の
人
数

　
分
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
特

　
別
割
引
券
は
、
数
に
限
り
が

　
あ
り
ま
す
。

②
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
枚
数
を

　
組
合
よ
り
発
送
し
ま
す
。

③
特
別
割
引
券
と
利
用
料
金
を

　
入
園
券
売
り
場
窓
口
へ
お
出

　
し
く
だ
さ
い
。

★
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
の
ご
利
用
方
法

　
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア

特
別
割
引
券
は
、
六
月
号
・
七

月
号
に
掲
載
の
施
設
利
用
券
を

民主党 衆議院議員／組合推薦 シリーズ／パート⑦
第２区／千種・守山・名東区

 古川 　 元久 
ふるかわ もとひさ

国家戦略室にて

　皆さん、こんにちは。愛知2区（名古屋市千種
区・守山区・名東区）から国会に送っていただい
ている衆議院議員の古川元久です。

　いつも変わらぬご支援を賜り、誠にありがとうございます。
　私は現在、内閣官房副長官を務めています。鳩山内閣では、国
家戦略室長兼内閣府副大臣として鳩山政権下で新たに設置さ
れることとなった、国家戦略室と行政刷新会議の立ち上げと、
その後の運営に、当時の菅国家戦略担当大臣、仙谷行政刷新担
当大臣の下で携わりました。鳩山内閣から菅内閣になり立場や
仕事の内容は変わりましたが、現在も上司は菅総理と仙谷官房
長官なので、気分的にはあまり変わった気がしていません。
　さて、昨年8月30日に行われた総選挙以降、私の生活は一
変しました。それ以前は、週末はほぼ地元で過ごすことができ
ました。だいたい金曜の夕方に名古屋へ戻り、金曜夜から月曜
の朝までは様々な地元行事に顔を出して、月曜の午前中に上京
するというのが、通常のパターンでした。また、その合間に子
どもたちと接するのが楽しみでした。
　ところが、昨年8月31日の朝に、いつものように選挙翌日
の朝の街頭活動を終えて、その足で上京した時点から、地元へ
帰る機会はめっきり減ってしまいました。平日はもちろんのこ
と、土日でさえも地元へ帰ることは難しく、予定が空いて地元
へ帰れることとなったとしても、その直前になるまで分からな
いという状況です。そのため全建愛知をはじめ、地元で日頃、お
世話になっている皆さんになかなかお目にかかれないのが、い
つも気になっています。子どもたちと接する機会もあまり取れ
なくなりました。妻からは完全に「イクメン失格」の烙印を押
され、10歳になる上の息子が私の代わりに2歳足らずの妹の
世話をして「ボク、イクメン」
と言っています。
　ただ私も日々、電話で最低限
のコミュニケーションだけは取
るようにしています。
　これからも当分、慌ただしい
日が続きますが、こうして仕事
をさせていただけることに心か
ら感謝して、がんばりたいと思
います。【古川元久衆議院議員 記】

皆さん、こんにちは
私、衆議院議員 古川元久です

昨
年
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品

　
労
働
対
策
部
は
、
皆
さ
ん
の

安
全
に
対
す
る
意
識
向
上
を
図

る
た
め
、
今
年
も
「
安
全
標
語
」

を
募
集
し
ま
す
。

　
優
秀
賞
／
一
名
・
佳
作
／
三

名
の
方
に
商
品
券
を
、
応
募
者

全
員
に
は
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈

し
ま
す
。

　
ま
た
、
優
秀
賞
・
佳
作
の
標

語
は
、
一
年
間
キ
ャ
ロ
ッ
ト
に

掲
載
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
、
ご
応
募
お
待
　

ち
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　
組
合
員
と
そ
の
同
居
の
家
族

　
一
人
一
作
品

■
応
募
方
法

　
①
標
語

　
②
応
募
者
氏
名

　
③
組
合
員
氏
名

　
④
組
合
員
と
の
続
柄

　
⑤
〒
・
住
所

　
の
五
項
目
を
ご
記
入
し
、

　
ハ
ガ
キ
又
は
胃
に
て
ご
応

　
募
く
だ
さ
い
。

■
〆
切
　
八
月
三
十
一
日
（
火
）

　
　
　
　
当
日
消
印
有
効

■
申
込
・
問
合
　

　
　
　
　
労
働
対
策
部
ま
で

　
　
　
　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

労働対策部

安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ

安
全
な
職
場
を
作
ろ
ううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

優
秀
賞
に
は
二
万
円
分
の
商
品
券

安全標語
大 募 集

　
　
　
　
事
前
に
電
話
予
約
が

　
　
　
　
必
要
で
す
。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

消
費
税
判
定
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　
組
合
で
は
、
本
則
課
税
・
簡
易

課
税
の
ど
ち
ら
を
選
択
し
た
ほ

う
が
有
利
な
の
か
判
断
す
る
た

め
の
、
消
費
税
判
定
会
を
随
時

　
課
税
売
上
が
一
千
万
円
を
超

え
た
事
業
者
は
、
そ
の
二
年
後

が
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
な

り
ま
す
。

　
平
成
二
十
年
が
一
千
万
円
を

超
え
た
方
は
、
平
成
二
十
二
年

度
の
（
平
成
二
十
一
年
が
一
千

万
円
を
超
え
た
方
は
平
成
二
十

三
年
度
）
、
消
費
税
の
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
簡
易
課
税
制
度
を
選

択
さ
れ
る
方
は
、
課
税
事
業
者

に
な
る
年
の
前
年
末
ま
で
に

（
平
成
二
十
一
年
が
一
千
万
円

を
超
え
た
方
は
本
年
中
に
）「
簡

易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
を

所
轄
税
務
署
に
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
（
前
回
の
申
告
で

簡
易
課
税
制
度
を
選
択
し
て
い

る
方
は
、
改
め
て
提
出
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

　
本
則
課
税
制
度
の
方
は
適
正

な
記
帳
、
領
収
書
・
請
求
書
等
の

保
存
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
消
費
税
は
所
得
税
と
違
い
、

今
か
ら
準
備
し
て
お
か
な
い
と

申
告
時
期
に
焦
っ
て
も
間
に
合

い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に

講
習
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
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習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習

消
費
税
基
本
講
習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　
消
費
税
申
告
の
仕
組
み
や
必

要
な
書
類
、
事
務
処
理
等
を
紹

介
し
ま
す
。

　
新
た
に
消
費
税
の
課
税
事
業

者
に
な
ら
れ
る
方
や
、
事
務
処

理
が
不
安
な
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
程
　
九
月
一
日
（
水
）

■
時
間
　
午
前
十
時
～

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
持
物
　
電
卓
・
筆
記
用
具
を

　
　
　
　
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
備
考
　
定
員
は
三
十
名
で
す
。

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

労
働
対
策
部

確
か
め
て

安
全
確
認

再
確
認

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、
税
金
に
関
す
る
ご

　
質
問
等
も
随
時
お
受
け
い
た

　
し
ま
す
。

※
申
込
・
問
合
　
税
金
対
策
部

　
担
当
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
七
月
三
日
（
土
）
、
シ
ニ
ア

倶
楽
部
第
三
十
八
期
総
会
が
全

建
愛
知
会
館
に
て
、
組
合
員
二

十
三
名
・
来
賓
と
し
て
山
田
執

行
委
員
長
、
近
藤
組
織
部
長
、

書
記
局
員
三
名
、
総
勢
二
十
八

名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
挨
拶
で
は
、
高
浜
幹
事

よ
り
挨
拶
が
あ
り
総
会
は
幕
を

開
け
ま
し
た
。

　
議
事
は
次
第
に
沿
い
進
行
さ

れ
、
経
過
報
告
・
決
算
報
告
が

あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
運
動
方
針
案
・
予
算
案
・

役
員
改
選
案
で
は
、
会
員
よ
り
、

予
算
提
案
な
ど
の
質
問
が
あ

り
、
答
弁
の
後
、
こ
れ
ら
の
運

就任挨拶をする小林会長

基
本
講
習
会
の
ご
案

基
本
講
習
会
の
ご
案
内内

節
税
の
た
め
、
賢
い
納
税
者
に
な
り
ま
し
ょ

節
税
の
た
め
、
賢
い
納
税
者
に
な
り
ま
し
ょ
うう

消 費 税

今
後
も
前
進
し
て
い
き
ま
す

小
林
シ
ニ
ア
倶
楽
部
会
長
 再
任

3８期総会
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
コ
ピ
ー
不

可
。
同
居
の
家
族
が
五
名
以
上

で
不
足
の
際
は
、
組
合
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

★
利
用
期
間
と
料
金

【
ナ
ガ
シ
マ
ス
パ
ー
ラ
ン
ド
】

　
七
月
三
日
～
九
月
二
十
六
日

　
ま
で
。
料
金
は
左
表
に
て
。

【
ラ
グ
ー
ナ
蒲
郡
ラ
グ
ナ
シ
ア
】

　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一

動
方
針
案
・
予
算
案
・
役
員
改

選
案
は
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
役
員
改
選
で
は
、
今
期
再
任

さ
れ
た
小
林
会
長
か
ら
、「
会
員

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
協
力

を
得
て
、
シ
ニ
ア
倶
楽
部
は
前

進
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
、

就
任
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

会
　
長
　
小
林
　
満
（
天
白
）
　

副
会
長
　
岡
田
眞
治
（
春
日
井
）

　
〃
　
　
福
田
　
修
（
東
）
　
　

幹
　
事
　
加
藤
廣
之
（
中
川
熱
田

）

　
〃
　
　
高
浜
克
太
郎
（
一
宮
）

　
〃
　
　
野
村
光
義
（
千
種
）

　
福
田
副
会
長
よ
り
、
閉
会
挨

拶
後
、
昼
食
会
が
行
わ
れ
、
会

員
同
士
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
　

　
日
ま
で
有
効
。
各
チ
ケ
ッ
ト

　
が
十
％
割
引
に
な
り
ま
す
。

★
問
合
　

　
共
済
福
祉
部
の
三
好
ま
で
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

特別価格一般価格種目
1,000円1,600円スパーランド（遊園地）入場券

大　人
3,000円4,100円パスポート
2,000円3,000円ジャンボ海水プール入場券
4,400円5,300円ワイドパスポート
1,400円2,100円湯あみの島入館券
500円1,000円スパーランド（遊園地）入場券

小・中学生
2,200円3,100円パスポート
1,500円2,300円ジャンボ海水プール入場券
3,300円4,100円ワイドパスポート
800円1,300円湯あみの島入館券
100円500円スパーランド（遊園地）入場券

幼　児

（3歳以上）

1,200円1,800円パスポート
700円1,300円ジャンボ海水プール入場券
1,800円2,400円ワイドパスポート
300円700円湯あみの島入館券

ナガシマスパーランド・湯あみの島ご利用金額表

◎スパーランド・パスポート・ジャンボ海水プール・ワイドパスポート入場券にて
入園後、　「湯あみの島」利用の場合は、別途料金が必要◎上記料金は、全て消費税
込みです◎スパーランド入場券は、遊園地の入場のみ（ジャンボ海水プール・湯あ
みの島入館不可）◎パスポートは、遊園地の入場及び乗り物乗り放題（ジャンボ海
水プール・湯あみの島入館不可）◎ジャンボ海水プール入場券は、ジャンボ海水プ
ール・遊園地の入場可（湯あみの島入館不可）◎ワイドパスポートは、ジャンボ海
水プール・遊園地の入場及び乗り物乗り放題（湯あみの島入館不可）◎湯あみの島
入館券は、遊園地入場可（ジャンボ海水プール入場不可）◎利用券は団体でのご利
用はできません◎アンパンマンこどもミュージアムは入場料が別途必要



　
海
部
支
部
は
、
平
成
二
十
一

年
四
月
に
海
部
津
島
支
部
を
分

割
し
て
支
部
員
四
百
数
名
で
誕

生
し
た
支
部
で
す
。

　
地
域
は
、
合
併
で
平
成
二
十

二
年
三
月
に
誕
生
し
た
、
あ
ま

市
（
美
和
町
・
甚
目
寺
町
・
七

宝
町
）
を
中
心
に
海
部
郡
（
大

治
町
・
蟹
江
町
・
飛
島
村
）
で

活
動
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
四
月
に
第
一
期
目
の
支
部
総

会
を
終
え
、
毎
月
十
二
日
に
「
支

部
会
を
開
催
し
、
支
部
リ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
及
び
支
部
行
事
を
提

案
し
、
支
部
組
合
員
の
交
流
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
、
支
部
役
員
さ
ん
を
増

や
し
、
各
地
域
に
班
長
さ
ん
を

配
置
す
る
と
共
に
支
部
青
年

部
・
主
婦
の
会
を
結
成
し
、
学

習
会
・
住
宅
デ
ー
・
組
織
拡
大

行
動
を
行
い
、
組
合
員
さ
ん
が

出
会
え
る
場
を
作
り
、
長
引
く

不
況
の
中
、
元
気
で
団
結
の
出

来
る
支
部
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
　
　
【
石
島
一
男
支
部
長
　
記
】

役員の皆さん

支
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー
　
厳
瑛

こ
ん
に
ち
は
！
海
部
支

こ
ん
に
ち
は
！
海
部
支
部部
でで
すす

支
部
レ
ク
募

支
部
レ
ク
募
集集

港
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
八
月
十
四
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
十
五
日
（
日
）

■
会
場
　
戸
田
川
こ
ど
も
ラ
ン
ド

守
山
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
九
月
二
十
六
日
（
日
）

■
会
場
　
三
菱
電
機
グ
ラ
ン
ド

春
日
井
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
十
六
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
春
日
井
市
役
所
周
辺

中
川
熱
田
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
十
七
日
（
日
）

■
会
場
　
中
川
区
役
所

中
村
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
二
十
三
日
（
土
）

■
会
場
　
中
村
公
園

緑
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
二
十
三
日
（
土
）

■
会
場
　
大
高
緑
地

津
島
支
部
／
住
宅
デ
ー

■
日
程
　
十
月
二
十
四
日
（
日
）

■
会
場
　
十
四
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

旭
瀬
戸
支
部
／
桃
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り

■
日
程
　
八
月
八
日
（
日
）

■
行
先
　
南
信
州

豊
橋
支
部
青
年
部
／
サ
カ
ナ
つ
か
み
体
験

■
日
程
　
八
月
八
日
（
日
）

■
行
先
　
し
た
ら
の
里

天
白
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
八
月
二
十
二
日
（
日
）

■
会
場
　
星
ヶ
丘
ボ
ウ
ル

豊
田
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
八
月
二
十
九
日
（
日
）

■
会
場
　
美
鳥
里
ボ
ウ
ル

名
東
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
八
月
二
十
九
日
（
日
）

■
会
場
　
星
ヶ
丘
ボ
ウ
ル

中
川
熱
田
支
部
青
年
部
／
Ｔ
Ｄ
Ｌ
＆
Ｓ

■
日
程
　
九
月
四
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　
　
五
日
（
日
）

■
行
先
　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
＆
シ
ー

津
島
支
部
／
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

■
日
程
　
九
月
五
日
（
日
）

■
行
先
　
静
岡
県
つ
ま
恋

緑
支
部
／
伊
吹
グ
ル
メ
食
べ
放
題
ツ
ア
ー

■
日
程
　
九
月
五
日
（
日
）

■
行
先
　
岐
阜
県

岡
崎
支
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
程
　
九
月
十
二
日
（
日
）

■
会
場
　
サ
ン
ボ
ウ
ル

住
宅
デ
ー
予

住
宅
デ
ー
予
定定

守
山
支
部
主
婦
の
会
／
学
習
会
・
食
事
会

■
日
程
　
九
月
十
五
日
（
水
）

■
会
場
　
梅
の
花
　
栄
店

豊
田
支
部
／
秋
の
日
帰
り
旅
行

■
日
程
　
十
月
三
日
（
日
）

■
行
先
　
伊
賀
の
里
・
モ
ク
モ
ク
フ
ァ
ー
ム

中
村
支
部
青
年
部
／
懇
親
会

■
日
時
　
八
月
七
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
七
時
～

■
備
考
　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

　
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
　
村
上

　
℡
０
９
０
―
７
８
５
１
―
１
９
３
０

小
牧
支
部
主
婦
の
会
／

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
＆
食
事
会

■
日
時
　
八
月
二
十
二
日
（
日
）

　
集
合
　
午
前
九
時
三
十
分

■
会
場
　
小
牧
国
際
ボ
ウ
ル
・
食
事
会

■
会
費
　
　
　
　
   

・
大
人
…
千
円
（
中
学
生
以
上
）

・
小
人
…
千
円
／
食
事
の
い
ら
な
い
方
無
料

■
定
員
　
三
十
名

■
〆
切
　
八
月
十
二
日

■
申
込
・
問
合
　
岡
西
栄
子

　
℡
・
胃
０
５
6
8
―
7
7
―
1
2
2
2

※
先
月
号
掲
載
の
会
費
及
び
申

　
込
・
問
合
に
誤
り
が
あ
り
ま

　
し
た
。
正
し
く
は
右
記
に
て
。

中
村
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
　
　
　
　
　
親
睦
会

■
日
時
　
八
月
二
十
三
日
（
月
）

　
　
　
午
前
十
一
時
、
名
駅
／

　
　
　
松
坂
屋
南
口
前
へ
集
合

■
会
費
　
三
千
円

■
〆
切
　
八
月
十
日

■
申
込
・
問
合
　
柴
田

　
℡
・
胃
０
５
２
―
4
8
1
―
9
7
3
3

岡
崎
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
手
作
り
ソ
ー
セ
ー
ジ
教
室

■
日
時
　
八
月
二
十
八
日
（
土
）

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
、
チ

　
　
　
ケ
ッ
ト
売
場
前
へ
集
合

■
会
場
　
デ
ン
パ
ー
ク
（
安
城
）

■
会
費
　
五
百
円

■
定
員
　
十
五
名

■
〆
切
　
八
月
十
五
日

■
持
参
　
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
・

　
　
　
　
保
冷
袋

■
申
込
・
問
合
　
柴
田

　
℡
・
胃
０
5
6
4
―
2
5
―
0
7
2
2

 

支
部
レ
ク
予

支
部
レ
ク
予
定定

全愛知建設技術講習センター　『足場の組立等作業主任者講習申込書請求』
ＴＥＬ 052-659-0288　または　ＴＥＬ 050-3785-1684　ＦＡＸ 052-653-0181

【個人情報の取扱いについて】講習申込により当講習センターが知り得た個人情報は、当講習のみ使用するものであり、受講者の同意なく目的外の利用を行うことはありません。

ふりがなふりがな

会社名申込者氏名

〒送り先住所

連絡先（携帯電話等）Ｔ・Ｓ・Ｈ　　　年　　月　　日　　　歳生年月日

連絡事項等ありましたら、ご記入下さい。

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

　
愛
知
労
働
局
の
登
録
教
習

機
関
で
あ
る
「
全
愛
知
建
設

技
術
講
習
セ
ン
タ
ー
」で
は
、

次
の
と
お
り
足
場
の
組
立
等

作
業
主
任
者
技
能
講
習
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　
受
講
を
ご
希
望
の
方
は
、

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
講
習
を

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（

組
合
員
外
で
も
受
講
で
き
ま
す
）

◎
足
場
の
組
立
等
　
　
　

　
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　
（
登
録
番
号
 第
１
２
９
６
号
）

■
日
程
　
八
月
二
十
五
日
（
水
）
　

　
　

　
　
　
～
二
十
六
日
（
木
）

■
〆
切
　
八
月
十
八
日
（
水
）

■
会
場
　
全
建
愛
知
会
館

■
資
格
　

　
①
十
八
歳
以
上
で
、
受
講
す
る
講

　
　
習
の
当
該
作
業
に
三
年
以
上

　
　
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
。

　
②
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

　
　
・
高
等
専
門
学
校
・
高
等

　
　
学
校
に
お
い
て
土
木
又
は

　
　
建
築
に
関
す
る
学
科
を
専

　
　
攻
し
卒
業
し
た
者
で
、
そ

　
　
の
後
二
年
以
上
受
講
す
る

　
　
講
習
の
当
該
作
業
に
従
事

　
　
し
た
経
験
を
有
す
る
者
。

　
※
あ
る
一
定
の
条
件
を
満
た
す

　
　
受
講
者
に
つ
い
て
は
、

一
部
の

　
　
講
習
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
受
講
料

　
一
万
円
（
テ
キ
ス
ト
・
昼
食
代
含
）

　
　
但
し
、
一
部
講
習
免
除
者

　
　
に
つ
い
て
は
八
千
円
。

足
場
の
組
立
等

受講者募集

作
業
主
任
者
技
能
講
習
会

■
備
考

　
①
こ
の
講
習
は
、
二
日
間
受
講
し
、

　
　
規
定
の
成
績
を
得
た
者
に
技

　
　
能
講
習
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
②
申
込
者
が
少
数
の
場
合
、

開

　
　
催
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

　
　
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合

　
下
記
用
紙
に
ご
記
入
い
た
だ

　
き
胃
に
て
お
送
り
い
た
だ
く

　
か
、
組
合
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
務
局

　
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
九
月
以
降
も
、
各
種
作
業
主
任
者
講
習

　
を
開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
来
月
号

　
以
降
の
キ
ャ
ロ
ッ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

一
宮
支
部
青
年
部
／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
日
時
　
八
月
二
十
九
（
日
）

　
集
合
　
午
前
九
時
三
十
分

　
開
始
　
午
前
十
時

■
会
場
　
ア
ソ
ビ
ッ
ク
ス
尾
西

■
会
費
　
一
千
円

■
参
加
資
格

　
組
合
員
と
そ
の
家
族

■
定
員
　
八
十
名

■
〆
切
　
八
月
十
一
日

■
申
込
方
法

　
胃
の
み
。
組
合
員
氏

　
名
・
参
加
者
氏
名
（
フ
リ
ガ

　
ナ
）
・
性
別
・
年
齢
（
学
年
）
・

　
℡
・
胃
・
携
帯
電
話
を
記
入
。

■
備
考
　
参
加
決
定
者
は
後
日

　
連
絡
し
ま
す
。
食
事
と
表
彰

　
は
午
前
十
一
時
三
十
分
開
始
。

■
申
込
・
問
合
　
前
田
崇
彰

　
胃
０
５
８
６
―
６
９
―
７
４
８
７

一
宮
支
部
主
婦
の
会
／

　
　
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ク
ッ
キ
ン
グ

■
日
時
　
九
月
六
日
（
月
）

　
　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～

■
会
場
　
一
宮
市
尾
西
生
涯
学

　
　
　
　
習
セ
ン
タ
ー
西
館
二
階

■
会
費
　
五
百
円

■
〆
切
　
八
月
二
十
五
日

■
持
参
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
申
込
・
問
合
　
酒
井
八
代
己

　
胃
0
5
8
6
―
4
5
―
4
5
3
8

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

年前のことですが、技対部が取り組んでいる、四方
転び講習会に参加させていただき、講師の指導の下、
技術を身に付け、青年技能競技大会に出場させてい
ただいたことを懐かしく思っています。その講習会
で学んだことを活かし、今では東海３県を忙しく飛
び回っています。
　また、たまの休日は、2年前から食べ歩きが好き
で口コミで聞いた情報をもとに、友人と楽しく食事
をしています。今は、韓国料理に夢中です。大粒の
汗をかきながら食べるのが、また格別です。夏バテ
をすることなく、この暑い夏を乗り越えれる気がし

　 幹 事　

 彦山 　 栄治 
ひこやま えいじ

　皆さん、こんにちは。名東支部青年
部長の彦山栄治です。それでは、私の
自己紹介をさせていただきます。
　仕事は、建築大工をしています。数

「青年部幹事青年部幹事ささんご挨ん ご挨拶拶」」

WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeelllllllllllllllllllllcccccccccccccccccccccooooooooooooooooooooommmmmmmmmmmmmmmmmmmmmeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年Welcome青年部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
40歳以下の組合員は全員青年部員です

ます。最後に、青年層
の組合員さん、私たち
青年部は和気藹々とし
た楽しい雰囲気の中、
行事や会議をしていま
す。ぜひ、私たちの輪
の中に入りませんか。
きっと、新しいことが
発見できますよ。
【彦山栄治　幹事　記】名東支部住宅デーにて



◎
暑
さ
に
負
け
る
な
！

　
『
蒸
し
暑
い
毎
日
で
す
が
、
夏

バ
テ
し
な
い
よ
う
に
元
気
と
栄

養
・
水
分
補
給
に
努
め
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
！
』

　
　
【
緑
区
／
小
林
美
華
さ
ん
】

※
熱
射
病
に
ご
注
意
を
。

◎
日
焼
け
大
会
！

　
『
六
月
か
ら
学
校
の
プ
ー
ル

が
始
ま
り
、
長
女
・
次
女
は
日
に

日
に
黒
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
主
人
も
外
仕
事
で
黒
く
、
誰

が
一
番
黒
い
か
比
べ
て
い
る
毎

日
で
す
。
私
と
三
女
は
、
家
の
中

で
黒
く
な
い
の
で
蚊
帳
の
外
で

淋
し
い
で
す
』

　
【
日
進
市
／
上
河
昌
子
さ
ん
】

※
健
康
で
、た
く
ま
し
く
見
え
ま
す
。

◎
何
だ
か
、
和
み
ま
す
ね
！

　
『
六
月
の
雨
上
が
り
、
二
重
の

虹
を
見
ま
し
た
。
虹
の
中
の
空

の
色
が
、
す
が
す
が
し
く
心
洗

わ
れ
る
気
持
ち
で
し
た
。
子
供

の
頃
に
は
、
も
っ
と
多
く
見
た

気
が
し
ま
す
』

　
【
豊
橋
市
／
村
松
敏
秀
さ
ん
】

※
大
気
汚
染
の
影
響
で
し
ょ
う
か
？

◎
日
本
代
表
、
夢
と
感
動
あ
り
が
と
う
！

　
『
サ
ッ
カ
ー
、
残
念
で
し
た

ね
。
国
民
行
事
の
よ
う
で
、
皆
を

仲
良
く
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま

す
。
我
が
家
も
、い
つ
も
は
別
々

の
部
屋
で
見
て
い
る
の
に
リ
ビ

ン
グ
で
皆
で
応
援
し
ま
し
た
』

【
瑞
穂
区
／
増
井
て
る
美
さ
ん
】

※
我
が
家
の
応
援
団
。気
持
ち
が
伝
わ
り
ま
し
た
ね
。

◎
麦
茶
、
完
売
！
大
評
判

　
『
梅
雨
の
中
、
気
温
が
高
い
の

も
あ
っ
て
、
家
で
麦
茶
を
作
っ

て
も
、
す
ぐ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
秋
に
な
る

ま
で
、
も
っ
と
暑
く
な
り
、
暑
さ

の
苦
手
な
も
の
と
し
て
は
辛
い

季
節
が
来
る
ん
だ
と
ブ
ル
ー
な

気
持
ち
で
す
』

　
【
愛
西
市
／
松
永
千
代
さ
ん
】

※
今
年
の
夏
も
暑
く
な
り
そ
う
で
す
ね
。

　
さ
ぁ
、
皆
さ
ん
挑
戦
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で

二
十
名
様
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
ド
シ
ド
シ

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⑲
だ
ん
ご
に
刺
し
て
あ
る

⑳
…
…
詰
の
ジ
ュ
ー
ス

嬰
「
雑
魚
」
の
読
み
方
は
？

■
応
募
方
法

①
問
題
の
答
え
②
〒
・
住
所
・

℡
③
氏
名
④
年
齢
⑤
組
合
員

と
の
続
柄
（
本
人
・
妻
・
子

等
）
⑥
皆
さ
ん
の
周
り
で
起

き
た
近
況
報
告
を
書
い
て
、

八
月
七
日
ま
で
に
組
合
の
教

宣
部
へ
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
胃

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
先
月
号
の
答
え

　
サ
ミ
ダ
レ

■
当
選
者

　
浜
田
弥
生
さ
ん
他
十
九
名

■
九
月
号
の
原
稿
締
切

　
八
月
六
日
（
金
）

【
ヨ
コ
の
カ
ギ

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】】

①
な
ん
で
も
か
ん
で
も
五
％
と
ら
れ
る

⑥
…
…
の
光
は
七
光

⑦
堤
防
の
修
理
な
ど
に
使
う
砂

　
を
入
れ
た
ふ
く
ろ

⑨
ミ
ー
ン
、
ミ
ー
ン

⑪
…
…
に
な
っ
て
仕
事
す
る

⑫
政
党
な
ど
、
組
織
や
団
体
が
、

　
主
張
や
宣
伝
を
す
る
た
め
に

　
発
行
し
て
い
る
新
聞

⑭
月
も
星
も
出
て
い
な
い
、
ま

　
っ
く
ら
な
夜

⑯
競
売
で
す

⑰
…
…
保
険
、
…
…
裁
判
所

⑱
湯
を
わ
か
す
道
具

⑲
ネ
ッ
ク
レ
ス

影
手
紙
の
追
っ
て
書
き
、
二
伸

【
タ
テ
の
カ
ギ

【
タ
テ
の
カ
ギ
】】

映
鼻
の
先
の
左
右
の
ふ
く
ら
み

①
血
縁
関
係
の
人
た
ち

②
…
…
心
あ
れ
ば
水
心

③
お
そ
れ
い
っ
た
り
、
こ
わ
か

　
っ
た
り
し
た
と
き
に
出
る
つ

　
め
た
く
感
じ
る
汗

④
調
子
に
の
っ
て
や
り
す
ぎ
、

　
失
敗
す
る
こ
と

⑤
中
国
の
三
国
時
代
の
武
将

　
で
、
張
飛
ら
と
活
躍
し
た

⑧
…
…
に
腕
押
し

⑩
ま
だ
で
き
上
が
っ
て
い
な
い

⑬
…
…
私
欲
を
は
か
る
悪
徳
政
治
家

⑮
あ
て
ず
っ
ぽ
う

⑰
野
鳥
の
生
態
を
…
…
す
る

⑱
目
の
…
…
に
困
る
シ
ー
ン

【
編
集
後
記
】
四
～
五
頁

の
定
期
大
会
特
集
記
事
の

編
集
に
苦
労
し
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
め
る
の
に
何
度
も

録
音
テ
ー
プ
を
再
生
や
巻

き
戻
し
を
し
て
い
ま
し
た
。

【
に
ん
じ
ん
】
夏
本
番
！

お
祭
り
好
き
な
俊
介
と
優

希
、い
っ
ぱ
い
行
こ
う
ね
。

郡
上
や
四
日
市
の
お
祭
り

楽
し
み
だ
ね
。
出
店
に
目

が
な
い
二
人
で
す
。
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★
★
★
★
★
★
★
★
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

○さ 

◎
優
し
い
お
相
撲
さ
ん
で
し
た
！

　
『
七
月
四
日
、ア
ル
バ
イ
ト
先

で
、
伊
勢
ヶ
浜
部
屋
の
名
古
屋

で
の
宴
会
が
あ
り
ま
し
た
。
私

は
バ
ッ
ク
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
場
所
を
、

鬢
付
け
油
の
香
し
い
安
美
錦
、

白
馬
冨
士
力
士
等
を
実
際
に
見

る
こ
と
が
で
き
感
激
し
ま
し

た
。
安
美
錦
は
、
私
た
ち
ア
ル
バ

イ
ト
に
も
、
遅
く
ま
で
仕
事
ご

苦
労
様
…
と
声
を
か
け
て
く
だ

さ
っ
て
、
握
手
ま
で
し
て
く
れ

ま
し
た
。
大
き
く
厚
み
の
あ
る

手
の
温
か
さ
、
不
祥
事
続
き
の

大
相
撲
で
す
が
、
応
援
し
た
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
』

　
【
中
川
区
／
位
田
仁
美
さ
ん
】

※
嬉
し
い
言
葉
で
す
ね
。

◎
花
火
し
た
い
・
花
火
や
り
た
い
！

　
『
花
火
が
や
り
た
く
て
仕
方

の
な
い
六
歳
と
三
歳
の
坊
主
た

ち
。ア
パ
ー
ト
で
は
や
れ
ず
、
実

家
に
て
仕
事
帰
り
の
じ
い
ち
ゃ

ん
を
つ
か
ま
え
、
雨
な
の
に
玄

関
先
で
さ
せ
て
も
ら
い
大
喜

び
。
そ
の
後
、じ
い
ち
ゃ
ん
と
、

お
風
呂
に
入
り
大
騒
ぎ
で
し

た
。じ
い
ち
ゃ
ん
と
サ
ポ
ー
ト

の
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
感
謝
で
す
』

　
【
緑
区
／
名
和
佳
世
子
さ
ん
】

※
夏
本
番
、こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
ね
。

◎
今
年
も
大
漁
で
す
！

　
『
主
人
が
鮎
を
友
釣
り
で
釣

っ
て
来
ま
し
た
。
塩
焼
き
が
最

高
で
す
。
釣
っ
た
本
人
は
食
べ

ま
せ
ん
。で
も
、
知
人
が
毎
年
楽

し
み
で
待
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
』

【
天
白
区
／
上
田
さ
よ
子
さ
ん
】

※
待
っ
て
て
く
れ
る
な
ん
て
嬉
し
い
で
す
ね
。

◎
聖
子
ち
ゃ
ん
！
聖
子
ち
ゃ
ん
！

　
『
先
日
、
娘
か
ら
の
サ
プ
ラ
イ

ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
、
聖
子
ち
ゃ

ん
（
松
田
）の
コ
ン
サ
ー
ト
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。や
っ
ぱ
り
実

物
も
カ
ワ
イ
イ
！
キ
レ
イ
！
若

い
！
色
白
！
多
少
な
り
と
も
、

あ
や
か
り
た
い
も
の
で
す
。
楽

し
い
一
時
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
ま
し
た
。
娘
よ
。
あ
り
が
と
う
』

　
【
武
豊
町
／
青
山
秀
子
さ
ん
】

※
優
し
い
娘
さ
ん
で
す
ね
。

◎
皆
さ
ん
の
周
り
で
起
き
た
楽

　
し
い
近
況
報
告
を
ド
ン
ド
ン

　
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

　
し
て
い
ま
す
。

★

★

★

★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

　全建愛知では、建設現場で働く一人親方さんの
ために、中小企業退職金共済法に基づき国が作っ
た「建設業退職金共済制度」を取り扱っています。

共済福祉部 ご案内

建設業退職金建設業退職金共共済済制制度度

【加入資格】
　建設業で働く一人親方さん（一人親方さん
とともに技能取得中の見習いの方も含みま
す）なら、職種を問わず、月給・日給に関係
なく組合を通じて加入することができます。
【制度の３つの特徴】
①退職金は、「共済証紙」を購入し「共済手帳」
　へ貼付することで積み立てられます。組合
　が代わりに手続きし、手帳を管理します。
②新たに加入した方については、国が掛金の一
　部（初回交付の手帳50日分）を補助します。
③退職金は国で定められた基準により計算して
　確実に支払われます。手続きはとても簡単です。
【掛金】
　掛金は、毎月組合費等と合わせて7,750円
（1日310円で25日分※就業日数に関わら
ず）を引落しします。
【退職金の受取り】
　建設業で従事しなくなり、貼られた証紙の合
計が24ヶ月分（504日）以上あり、次の請求時
由のいずれかにあてはまる場合に支給されます。
・満55歳以上になったとき。
・建設業以外の職に就いたとき、またケガや
　病気のため廃業したとき。
※死亡した時の遺族請求は証紙の合計が12ヶ
　月分（252日）以上の貼付が必要になります。
　ご自分の退職金を積み立て、老後の生活安
　定に役立ててみてはいかがでしょうか？

◎問合　共済福祉部／三好までお気軽にご連絡ください。
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藤
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か
議
員

　
・
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【
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例
区
】

　
・
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藤
と
し
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き
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員

皆
様
の
ご
協
力
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り
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う
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ざ
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し
た

参議院選挙

東海ろうきん名古屋東支店　TEL 0120－690－127

東海ろうきん誕生10周年記念
★★★「はたらく人にありがとう」メッセージ募集★★★

おとうさん、おかあさんへ。
社会人になった子供へ。職場
の上司、部下、同僚へ。
いつも利用するお店で笑顔を
くれるあの人へ。
働いている人は、あなたのま
わりにたくさんいるはず。
普段言えない「ありがとう」
の気持ちをつづってみません
か。

募集期間：２０１０年６月１日（火）～２０１０年８月３１日（火）
※郵送の場合は当日消印有効

【応募方法】メッセージ（作文・詩・川柳・ひと言メッセー

ジなど）は400字以内とし、専用チラシ裏面

もしくは東海ろうきんＨＰよりダウンロード

した専用の原稿用紙を必ず使用して、店頭窓口

にお持ちくださるか郵送でご応募ください。

【部　門】　小学生の部・中学生の部・高校生の部・一般の部

【各　賞】　大賞（各部門1点　10万円）　ろうきん賞（各

部門1点　5万円）　入賞（各部門5点　図書カ

ード1万円分）

【後　援】　愛知県・岐阜県・三重県・名古屋市・愛知県教

育委員会・岐阜県教育委員会・三重県教育委員

会・名古屋市教育委員会・中日新聞社
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